
【取り組みの様子】

【訓練内容】

【今後の課題】

●挨拶・接客態度

適切な声の大きさで挨拶が出来ない・ポケットに手をいれて接客する場面が見られた。その都度、声掛けは

行っているが外販を行う際、『見られている』意識を持つよう引き続き声掛けを行って行く。

●適切なアシスト

支援員によっては前に出過ぎて、利用者が行える事を支援員が行い結果、利用者が手持無沙汰になっている

場面が見受けられた。同行する支援員には利用者が安全かつ効果的に業務を遂行できるよう支援を行うこと

が役割である事を伝え、過度な介入は利用者の成長や自立心を妨げる可能性があるということをミーティン

グで伝えた。

利用者の知識及び能力の向上に向けた取組の状況 報告書

知識及び能力の向上内容 一般就労を目指すために必要な技術の習得

訓練場所 鳥栖市役所・筑紫野市役所・中原特別支援学校

実施期間 令和5年8月18日~令和6年3月31日

目的

①外販を行い一般就労に向けた意欲の創出や利用者の社会参加　②接客技術の向上

③チームで協力しチームワークスキルの向上  ④調理技術の向上

⑤金銭・売上管理能力の向上

参加者名 就労継続支援A型 未来夢　利用者 計 7名

①外販を行い一般就労に向けた意欲の創出や利用者の社会参加

外販を通して、利用者が自己成長とスキル向上を目指せる環境づくりを行う。また利用者自身が調理や接客サービスを提

供することで、自信を深め、新たな挑戦に取り組む意欲が生まれ地域への社会参加に繋がる。

②接客技術の向上

利用者が外販でからあげ販売を行うことは、接客技術向上に大きく繋がる。接客技術の向上には、コミュニケーション能

力の強化が欠かせず外販での活動を通じて、利用者は様々な顧客との接触機会を得る。注文の受け取りからサービス提供

までの過程で、丁寧な言葉遣い等必要な接客態度を身に付けることが求められる。

③チームで協力しチームワークスキルの向上

外販をチームで行う事でチームワークスキルの向上繋げる。利用者がチームメンバーと協力して調理や販売を行い、効率

的な業務遂行を実現する事で役割の調整、コミュニケーションの円滑化など、チーム全体の目標達成に向けて協力し合

い、チームワークスキルが向上する。また相互のサポートを行う中で、利用者は自らの役割を果たし、チーム全体の成功

に貢献することで、チームワークの重要性を理解し、それを実践することができる。

④調理技術の向上

利用者が外販で販売する商品を自分達で調理・パッケージすることで、調理技術の向上が得られる。仕込み時、調理方法

や衛生管理やを学びながら、品質と効率性をを学ぶ。調理を行ったことの無い利用者でも継続的なトレーニングにより、

調理技術が向上し、お客様に満足いただける美味しい、からあげを提供できるようになる。

⑤金銭・売上・在庫管理能力の向上

外販時、利用者自身が会計・金銭の受け渡しを実践し、正確な計算を行う訓練に繋がる。またこれは、自身の日常の金銭

管理能力向上や一般就労時のレジ対応訓練にも関係する。また『何が売れ筋で何個売れて、今、何が何個残っているか』

等、状況把握や売上・在庫管理能力の向上にも繋がる


